
1R８.1.２４～２５ 札幌圏の大雪への対応に係る振り返り

道では、令和８年１月２４日から２５日にかけての札幌圏の大雪について、各部局・振興局、関係市町及び雪害対策連絡部構成機関
（札幌市やＪＲ北海道、ＮＥＸＣＯ東日本など２６機関）とともに“振り返り”を行い、４年前の大雪災害の際にとりまとめた検証報告書に沿っ
た対策の評価を行った。 【方法】 １月３０日～２月１３日にアンケート調査実施

１．輸送障害対策

２． 道路除排雪対策

Ｒ４検証報告書における対応策 課題等 これまでの取組

□：JR北海道における除雪体制の強化及び受援
体制の構築

□：公共交通利用者に対する情報の周知

□：「札幌ー新千歳空港」間における代替輸送の
確保

□：関係機関相互における情報の共有

▼線路のポイント不転換やブレーキ凍結が多発し、
運転再開の見積もり精度が低下

▼JRによる運行再開情報の不備により、利用客や
関係機関の対応が混乱

▼ 新 JRとHAP間のホットラインの機能不全

▼札幌－新千歳空港間の代替輸送手段が不足し
混乱

・JRにおける運行再開見込みの発表方法を改善

・北海道交通・物流連携会議「情報共有・対応強化
WG」におけるチャットの活用徹底などを確認

・JRとHAPのホットラインの体制の見直し

・「札幌ー新千歳空港」間の緊急輸送体制の機動的
運用について、運輸局、HAP、バス事業者、タクシー
事業者等で確認

Ｒ４検証報告書における対応策 課題等 これまでの取組

□：大雪の発生に備える平時や事前の除排雪の
検討

□：大雪時における除雪優先区間の検討

□：各道路管理者の連携強化

□：市民の理解醸成、迂回路や代替ルートの情報
発信の充実

□：除雪機械やダンプトラックの効率的な運用検討

□：大雪を考慮した雪堆積場の準備

▼高速道路（札幌高架区間）では運搬排雪実施前に
大雪となったため通行止め

▼幹線道路の排雪に時間を要し、一部生活道路の
排雪開始が遅れ、市民生活に影響

・札幌高架区間の路肩の排雪 （NEXCO）

・生活道路の緊急排雪 （札幌市） ※実施中

・除雪機械・ダンプトラック等の支援 （開発局・道）

JRでは国交省の指示により、列車の運転再開が遅れた理由や経緯などについて検証作業中
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Ｒ４検証報告書における対応策 課題等 これまでの取組

□：予測困難な大雪が発生した場合における情報
収集・共有の強化

□：気象情報を踏まえた雪害予防対策の推進

▼気象台が発表する早期注意情報等の活用が不十
分

・気象台は大雪の影響が懸念される場合は雪害対
策連絡部事務局（道）を通じて、防災気象情報を積
極的に提供

Ｒ４検証報告書における対応策 課題等 これまでの取組

□：雪害対策連絡部の役割・対応の強化

□：要配慮者世帯の安否確認や除雪支援体制の
強化

□：観光客等の安全確保のための体制強化

▼ 新 新千歳空港において、想定を超える滞留者が
発生

▼ 新 札幌の一時滞在施設の開設・運営がより円滑
に行えるよう連携体制を強化する必要

・滞留者を減少させるため、「札幌ー新千歳空港」間
の緊急輸送体制の機動的運用について、運輸局、
HAP、バス事業者、タクシー事業者で確認 【再掲】

・一時滞在施設の開設・運営は、JRや札幌市、道な
ど関係機関で連携し、対応することを確認

３. 気象情報等の利活用

4. 雪害発生時の応急活動・体制

5. 情報発信・共有

６. 応援・受援

Ｒ４検証報告書における対応策 課題等 これまでの取組

□：道民に対する雪害情報発信の強化

□：雪害対策連絡部における情報共有の強化

▼JRによる運行再開情報の不備により、利用客や関
係機関の対応が混乱 【再掲】

・JRにおける運行再開見込みの発表方法を改善
【再掲】
・北海道交通・物流連携会議「情報共有・対応強化
WG」におけるチャットの活用徹底などを確認
【再掲】

Ｒ４検証報告書における対応策 課題等 これまでの取組

□：自衛隊災害派遣に係る共通理解の深化 ※今回は自衛隊災害派遣の三要件を満たす事案はない

今後の対応
▼当面の降雪期における対応に万全を期す
▼JRの検証結果等も踏まえながら、次の降雪期に向け、対応を検討し、必要な対策を講じる
・ 列車の運転再開遅延等に関する対策 ・ 札幌高架区間など大雪に備えた堆雪スペースの確保 ・ 生活道路の緊急排雪等の市民への効果的な情報発信
・ 一時滞在施設の開設・運営に係る対応手順の作成


